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Figure 1. Photograph of a peanut worm
discovered on the bottom of the deep sea
of Toyama Bay. 
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Yuichi SASAYAMA1, Mitsugu KITADA2, Akira TAKEUCHI3, Tetsuya MIWA4: A few findings regarding a 








か英名は peanut worm という。 
今回、平成 21 年度深海調査研究調査「ハイパードルフィン」調査潜航（NT09-16）において 9 月 11
日と 12 日の 37˚17.0’N 137˚40.0’E 及び 37˚02.6’N 137˚08.7’E の二回の潜航においてそれぞれ 1400 m お
よび 1500m の海底より、合計 3 個体のホシムシが採集された（Figure 1）。それらは長さで 12 cm、5 cm、
3cm 程度である。文献を調べると population の中心は潮干帯に多い動物であるが、ホシムシは世界中













に、その 3 個体すべてに長さ 0.5 mm 以下の白色の
所属不明の動物が多数付着しているのが見つかった。
内肛動物の可能性が高い。一方。最近は、ホシムシ
が環境の泥を食べ、中の成分を結果として濃縮して
しまう為、PCB やカドミウム等の環境汚染の指標動
物として注目されており、より積極的な利用が望ま
れている。
